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Ⅰ 大学の現況及び特徴 
１ 現況  

（１）大学名  国立大学法人奈良教育大学 

（２）所在地  奈良県奈良市 

（３）学部等の構成 

   学部：  教育学部 

   専攻科： 特殊教育特別専攻科 

研究科： 教育学研究科 

   関連施設：教育実践総合センター、自然環境教育

センター、学術情報研究センター、

保健管理センター、附属小学校、附

属中学校、附属幼稚園 

（４）学生数及び教員数（平成18年５月１日現在） 

 学生数：学部 １,１６８人、大学院 １３２人、 

     専攻科 １６人 

   専任教員数： １１０人 

   助手数： ０人 

 

２ 特徴  

本学は、明治 21 年奈良県尋常師範学校として創設さ

れて以来 100 有余年の歴史を有する。この間、奈良県

の女子師範学校、青年師範学校の官立移管に伴う合併を

経るなど一貫して教員養成機関として教育研究の充実・

発展を図りながら、新学制発布の昭和 24 年 5 月に奈良

学芸大学となり、昭和 41 年には奈良教育大学と改称し

た。そして、平成 15 年の国立大学法人法の施行により、

平成 16 年 4 月に国立大学法人奈良教育大学が設置する

大学となった。 

本学においては、広い視野と豊かな人間性の上に高度

の専門的教養を備え、教育の理論と実践が統合された専

門的能力を有する教員、及び社会の多様な変化に対応し、

より広い分野で積極的に活躍する人材の養成を目的とし

ている。教育組織として、教員養成を目的とした学校教

育教員養成課程と生涯学習社会に対応した広い意味での

教育者の養成を目的とした総合教育課程を設置している。 

また、情緒障害教育の充実に資するための特殊教育特

別専攻科と、教育実践の経験をふまえた教育理論の見直

しなどの研究を行いながら高度の科学・芸術の研究に直

接参加できる場として大学院教育学研究科（修士課程）

を設置している。 

 これらの教育組織を有する本学の教育研究の特徴とし

ては、次の３つの柱が挙げられる。 

(1)「少人数教育」による教育・研究の充実 

本学は、対話形式を重視した学生参加型の授業、研究

室ゼミにおける懇切丁寧な卒業論文指導を展開している。

小規模大学の特性を生かした「少人数教育」の充実によ

って、確かな学力の基盤のうえに、コミュニケーション

能力やプレゼンテーション能力といった学びを創造し発

信する力を着実に身に付けることができる。本学の卒業

生に対するアンケートにおいても、本学を卒業したこと

への満足度が８割を超え、その理由として学生と教員と

の距離が近いことが特に多く挙げられている。「少人数

教育」はまさに本学の特色と言える。 

(2)「奈良・世界遺産」を生かした教育・研究の充実 

本学は、古都・奈良の中心に位置し、豊かな自然と世

界遺産を含む多くの伝統文化遺産に囲まれている。世界

中から観光客を集めるこの地でキャンパス・ライフを送

ることは得がたい経験となる。本学はその利点を生かし

て、講義や行事、教育活動において、奈良特有の自然環

境や文化遺産に触れ、理解を深めるためのさまざまな機

会が設けられ、近隣の国立博物館との交流も積極的に行

われている。このような体験、学習を通して、日本の伝

統文化への理解やそれを外へと発信する国際感覚を養う

ことができる。 

(3)「体験型キャリア教育」による教育・研究の充実 

本学は、文部科学省の教員養成のための優れたプロジ

ェクトに採択された「鍵的場面での『対応力』を備えた

教員の養成」に代表されるように、近隣の地域・学校と

の連携による実践的なキャリア教育を充実させている。

実際の教育現場で起こるさまざまな問題に対処する方法

を、提携する小学校において体験的に学ぶこの教育プロ

グラムの他、教育委員会との連携による学校・園への学

生ボランティアの派遣などを行なっている。在学時から

体験的学習を積むことで、教育機関や社会から要請され

る実践的能力を育成することができる。 
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